
― 櫓
やぐら

や城
じょう

門
も ん

はどのような工
く

夫
ふ う

がされているのでしょう ―

　　　名
な

古
ご

屋
や

城
じ ょ う

　子
こ

ども博
は か

士
せ

になろう
学
がく

習
しゅう

シート「櫓
やぐら

・城
じょう

門
もん

」編
へん

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

には、下
した

の図
ず

のように多
おお

くの櫓
やぐら

や城
じょう

門
もん

がありました。その中
なか

で、本
ほん

丸
まる

の

「東
とう

南
なん

隅
すみ

櫓
やぐら

」「西
せい

南
なん

隅
すみ

櫓
やぐら

」御
お

深
ふ

井
け

丸
まる

の「西
せい

北
ほく

隅
すみ

櫓
やぐら

」は、今
いま

も建
た

てられた時
とき

の姿
すがた

で

残
のこ

っています。また、城
じょう

門
もん

も「本
ほん

丸
まる

表
おもて

二
に

之
の

門
もん

」「旧
きゅう

二
に

之
の

丸
まる

東
ひがし

二
に

之
の

門
もん

」「二
に

之
の

丸
まる

大
おお

手
て

二
に

之
の

門
もん

」が残
のこ

っています。
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現在残っている櫓

二之丸
東南隅櫓

二之丸
東一之門

二之丸
東二之門

東門

埋門

本丸東
一之門

本丸表
一之門

二之丸
大手一之門

かつて存在した櫓

現在残っている城門

多門櫓跡

かつて存在した一之門・ニ之門

他の場所から移築

再建した城門

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の櫓
やぐら

や門
もん

を探
さが

してみましょう



　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の隅
すみ

櫓
やぐら

は、とても大
おお

きく、本
ほん

丸
まる

の三
みっ

つの隅
すみ

櫓
やぐら

（西
せい

南
なん

、東
とう

南
なん

、東
とう

北
ほく

）は、

２重
じゅう

３階
かい

になっていて、１階
かい

の長
ちょう

辺
へん

が７

間
けん

（名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の１間
けん

は約
やく

2ｍ）、短
たん

辺
ぺん

が

６間
けん

もあります。さらに御
お

深
ふ

井
け

丸
まる

の西
せい

北
ほく

隅
すみ

櫓
やぐら

は、３重
じゅう

の櫓
やぐら

で長
ちょう

辺
へん

が８間
けん

、短
たん

辺
ぺん

が

７間
けん

の一
いち

段
だん

と大
おお

きな櫓
やぐら

です。清
きよ

須
す

城
じょう

の

小
しょう

天
てん

守
しゅ

の部
ぶ

材
ざい

を用
もち

いた建
たて

物
もの

で、清
きよ

須
す

櫓
やぐら

ともよばれています。他
ほか

の城
しろ

の天
てん

守
しゅ

と比
くら

べると、宇
う

和
わ

島
じま

城
じょう

が６間
けん

四
し

方
ほう

、弘
ひろ

前
さき

城
じょう

は長
ちょう

辺
へん

が６間
けん

、短
たん

辺
ぺん

が５間
けん

、丸
まる

亀
がめ

城
じょう

の天
てん

守
しゅ

はさらに小
ちい

さくなります。名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は、他
ほか

の城
しろ

の天
てん

守
しゅ

を越
こ

える大
おお

きな

櫓
やぐら

を隅
すみ

櫓
やぐら

として並
なら

べられていたのです。

　本
ほん

丸
まる

や御
お

深
ふ

井
け

丸
まる

の他
ほか

にも、二
に

之
の

丸
まる

や

西
にし

之
の

丸
まる

にも隅
すみ

櫓
やぐら

がありました。二
に

之
の

丸
まる

の太
たい

鼓
こ

櫓
やぐら

や西
にし

之
の

丸
まる

の月
つき

見
み

櫓
やぐら

等
とう

を合
あ

わせ

ると全
ぜん

部
ぶ

で11の隅
すみ

櫓
やぐら

があり、敵
てき

を監
かん

視
し

し

たり、攻
こう

撃
げき

したりできるようになっていまし

た。また、隅
すみ

櫓
やぐら

の中
なか

には、戦
たたか

いに備
そな

えて

食
しょく

糧
りょう

や武
ぶ

器
き

が保
ほ

管
かん

されていました。

　しかし、隅
すみ

櫓
やぐら

の数
かず

は、広
ひろ

島
しま

城
じょう

は二
に

重
じゅう

櫓
やぐら

が35、平
ひら

櫓
やぐら

が30もあり、尾
お

張
わり

藩
はん

の家
か

老
ろう

の城
しろ

だった犬
いぬ

山
やま

城
じょう

でも13もありました。

それでも名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

には多
た

門
もん

櫓
やぐら

という総
そう

延
えん

長
ちょう

630間
けん

（約
やく

1,240m）にも及
およ

ぶ長
ちょう

大
だい

な櫓
やぐら

がありました。

天
てん

守
しゅ

級
きゅう

の大
おお

きな隅
すみ

櫓
やぐら

西
せい

南
なん

隅
すみ

櫓
やぐら

〈重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉

東
とう

南
なん

隅
すみ

櫓
やぐら

〈重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉

東
とう

北
ほく

隅
すみ

櫓
やぐら

（焼
しょう

失
しつ

）

西
せい

北
ほく

隅
すみ

櫓
やぐら

（清
きよ

須
す

櫓
やぐら

）〈重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉



　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

は、三
みっ

つの隅
すみ

櫓
やぐら

を

多
た

門
もん

櫓
やぐら

でつないで囲
かこ

み、天
てん

守
しゅ

と合
あ

わせ

て厳
げん

重
じゅう

に守
まも

られていました。多
た

門
もん

櫓
やぐら

は、

敵
てき

を防
ふせ

ぐ城
じょう

壁
へき

になるとともに、櫓
やぐら

同
どう

士
し

を

つなぐ廊
ろう

下
か

の役
やく

割
わり

や倉
そう

庫
こ

などの役
やく

割
わり

も

ありました。

　多
た

門
もん

櫓
やぐら

は本
ほん

丸
まる

の他
ほか

に、西
にし

之
の

丸
まる

の南
みなみ

面
めん

や二
に

之
の

丸
まる

の東
ひがし

にもあり、他
ほか

の城
しろ

より

も隅
すみ

櫓
やぐら

の数
かず

が少
すく

なくても、城
しろ

全
ぜん

体
たい

を隅
すみ

櫓
やぐら

と多
た

門
もん

櫓
やぐら

でしっかりと守
まも

っていました。

　現
げん

在
ざい

は、1891年
ねん

（明
めい

治
じ

24）に起
お

きた

濃
のう

尾
び

大
だい

地
じ

震
しん

の被
ひ

害
がい

を受
う

けてすべて取
と

り

壊
こわ

され、見
み

ることはできません。

　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の主
しゅ

要
よう

な門
もん

は、右
みぎ

の図
ず

のよう

に、一
いち

之
の

門
もん

・二
に

之
の

門
もん

を多
た

門
もん

櫓
やぐら

でつないで、

四
し

角
かく

形
けい

の空
くう

間
かん

を備
そな

えたつくりになっていま

した。このつくりを枡
ます

形
がた

といいます。

本
ほん

丸
まる

を囲
かこ

む多
た

門
もん

櫓
やぐら

敵
てき

を防
ふせ

ぐ枡
ます

形
がた

本
ほん

丸
まる

表
おもて

門
もん

付
ふ

近
きん

の多
た

門
もん

櫓
やぐら

（明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

）

　表
おもて

の二
に

之
の

門
もん

は、高
こう

麗
らい

門
もん

といって屋
や

根
ね

を小
ちい

さくして場
じょう

内
ない

から監
かん

視
し

しやすくなって

いました。一
い

方
っぽう

、奥
おく

の一
いち

之
の

門
もん

は、櫓
やぐら

門
もん

と

いって、門
もん

の上
うえ

に櫓
やぐら

が設
もう

けられていてい

ました。枡
ます

形
がた

に入
はい

ると櫓
やぐら

で囲
かこ

まれる形
かたち

に

なっています。　　

　敵
てき

が二
に

之
の

門
もん

を突
つ

き破
やぶ

って入
はい

ってきても、

まっすぐには進
すす

めず、曲
ま

がっても頑
がん

丈
じょう

な

一
いち

之
の

門
もん

に阻
はば

まれます。そして、枡
ます

形
がた

に

入
はい

った敵
てき

は、目
め

の前
まえ

の多
た

門
もん

櫓
やぐら

や櫓
やぐら

門
もん

（一
いち

之
の

門
もん

）から鉄
てっ

砲
ぽう

や弓
ゆみ

矢
や

などで攻
せ

めら

れます。また、門
もん

の扉
とびら

は、表
ひょう

面
めん

全
ぜん

体
たい

に鉄
てつ

の板
いた

が張
は

られており、弓
ゆみ

矢
や

や鉄
てっ

砲
ぽう

から守
まも

り、火
ひ

にもしっかり備
そな

えられていました。

　この一
いち

之
の

門
もん

と二
に

之
の

門
もん

の二
に

重
じゅう

の防
ぼう

御
ぎょ

を施
ほどこ

した枡
ます

形
がた

は、本
ほん

丸
まる

の南
みなみ

と東
ひがし

に２か

所
しょ

、二
に

之
の

丸
まる

の東
ひがし

と西
にし

に２か所
しょ

、西
にし

之
の

丸
まる

に１か所
しょ

ありました。さらに、その外
そと

側
がわ

の

三
さん

之
の

丸
まる

にあった本
ほん

町
まち

門
もん

、東
ひがし

門
もん

（東
ひがし

大
おお

手
て

門
もん

）、巾
はば

下
した

門
もん

、御
み

園
その

門
もん

、清
し

水
みず

門
もん

も枡
ます

形
がた

になっていて守
まも

りを固
かた

めていました。

枡
ます

形
がた

の門
もん

のつくり



名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

総
そう

合
ごう

事
じ

務
む

所
しょ

　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

では、奥
おく

の門
もん

を一
いち

之
の

門
もん

、表
おもて

の門
もん

を二
に

之
の

門
もん

とよんでいます。名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の一
いち

之
の

門
もん

は太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

の被
ひ

害
がい

を受
う

けすべて焼
しょう

失
しつ

しました。現
げん

在
ざい

、本
ほん

丸
まる

表
おもて

二
に

之
の

門
もん

、旧
きゅう

二
に

之
の

丸
まる

東
ひがし

二
に

之
の

門
もん

、二
に

之
の

丸
まる

大
おお

手
て

二
に

之
の

門
もん

だけが残
のこ

っています。なお、

旧
きゅう

二
に

之
の

丸
まる

東
ひがし

二
に

之
の

門
もん

は本
ほん

丸
まる

東
ひがし

門
もん

の二
に

之
の

門
もん

跡
あと

に移
い

築
ちく

されて現
げん

存
ぞん

しています。

正
せい

門
もん

は1911年
ねん

（明
めい

治
じ

44）に旧
きゅう

江
え

戸
ど

城
じょう

の蓮
はす

池
いけ

門
もん

を移
い

築
ちく

した門
もん

で、再
さい

建
けん

された

建
たて

物
もの

です。

　また、藩
はん

主
しゅ

の脱
だっ

出
しゅつ

のために秘
ひ

密
みつ

につ

くられていた「埋
うづみ

門
もん

」という門
もん

もありました。

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の主
おも

な城
じょう

門
もん

今
いま

でも、二
に

之
の

丸
まる

の西
にし

側
がわ

に石
いし

垣
がき

が残
のこ

され

ています。他
ほか

にも、普
ふ

段
だん

は錠
じょう

がかかって

いて特
とく

別
べつ

なとき以
い

外
がい

は開
あ

けない「不
あか

明
ずの

門
もん

」とよばれる門
もん

が本
ほん

丸
まる

の北
きた

側
がわ

に再
さい

建
けん

されています。この不
あか

明
ずの

門
もん

は、天
てん

守
しゅ

と

多
た

門
もん

櫓
やぐら

をつなぐ高
たか

い塀
へい

の下
した

につくられ

ています。その塀
へい

は、軒
のき

下
した

に槍
やり

の穂
ほ

先
さき

を並
なら

べた剣
つるぎ

塀
べい

になっています。剣
つるぎ

塀
べい

は、

天
てん

守
しゅ

と小
しょう

天
てん

守
しゅ

を結
むす

ぶ橋
はし

台
だい

の堀
ほり

側
がわ

の塀
へい

にも見
み

られます。

不
あか

明
ずの

門
もん

と剣
つるぎ

塀
べい

（再
さい

建
けん

）

本
ほん

丸
まる

表
おもて

二
に

之
の

門
もん

 〈重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉

本
ほん

丸
まる

表
おもて

一
いち

之
の

門
もん

（焼
しょう

失
しつ

）

二
に

之
の

丸
まる

大
おお

手
て

二
に

之
の

門
もん

 〈重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉

本
ほん

丸
まる

東
ひがし

一
いち

之
の

門
もん

（焼
しょう

失
しつ

）

本
ほん

丸
まる

東
ひがし

二
に

之
の

門
もん

跡
あと

 （旧
きゅう

二
に

之
の

丸
まる

東
ひがし

二
に

之
の

門
もん

）
〈重

じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉

正
せい

門
もん

（再
さい

建
けん

）


